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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年９月 14 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので 

お知らせいたします。 

 

記 

１．平成 23 年 7 月期 連結業績予想の修正等 

(１)  第２四半期（累計）（平成 22 年８月１日～平成 23 年１月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ）  

2,700 △10 10

 

△30 

円  銭

△1,452.08

今回修正（Ｂ） 2,608 117 101 49 2,391.15

増減額（Ｂ－Ａ） △91 127 91 79 － 

増 減 率 △3.4％ ― 919.0％ ― － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 7 月期第２四半期） 

1,951 △423 △450 △397 △19,893.77

 

 (２) 通期（平成 22 年８月１日～平成 23 年７月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ）  

5,980 350 420

 

240 

円  銭

11,616.65

今回修正（Ｂ） 5,600 360 330 110 5,324.30

増減額（Ｂ－Ａ） △380 10 △90 △130 － 

増 減 率 △6.4％ 2.9％ △21.4％ △54.2％ － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 7 月 期 ） 

4,775 △239 △253 △1,419 △70,987.11

 



２．平成23年７月期 個別通期業績予想の修正等 

 (１)  第２四半期（累計）（平成 22 年８月 1日～平成 23 年 1月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ）  

2,350 110 100

 

70 

円  銭

3,388.19

今回修正（Ｂ） 2,237 238 233 201 9,754.90

増減額（Ｂ－Ａ） △112 128 133 131 － 

増 減 率 △4.8％ 116.6％ 133.2％ 187.4％ － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 7 月期第２四半期） 

1,629 △143 △144 △183 △9,198.86

 

(２) 通期（平成 22 年８月 1日～平成 23 年７月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ）  

5,100 400 390

 

220 

円  銭

10,648.60

今回修正（Ｂ） 4,850 480 470 290 14,036.79

増減額（Ｂ－Ａ） △250 80 80 70 － 

増 減 率 △4.9％ 20.0％ 20.5％ 31.8％ － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 7 月 期 ） 

4,111 264 275 △1,087 △54,392.55

 

   

 ３．修正の理由 

（第２四半期連結累計期間） 

  当社グループの第２四半期累計業績は、政府の景気刺激策の効果や新興国における需要の増加、スマートフ

ォン（高機能型携帯電話）やタブレット型携帯端末の普及を受け、電子・半導体業界を中心とした設備投資の

継続基調により、受注状況は安定して推移したことから、急激な円高の進行や市場の先行きの不透明感による

影響はあるものの、売上高は概ね当初予想通りとなりました。 

  また、生産効率の改善やコスト削減による原価率の低減に努めるとともに、グループ全体で事務の効率化や

経費の見直しによるコスト削減に、継続して取り組んでおります。 

加えて、新規事業分野においては、新たな事業の柱とするべく、製品ラインナップの拡充のための製

品開発計画を持っておりましたが、パートナー企業とのアライアンスによる新たな共同開発等の取組み

を優先し拡大することといたしました。そのために、当初計画していた開発計画等を見直したため、上

期から発生が見込まれておりました販売活動及び製品開発の費用の発生が下期以降となる予定です。 
この結果、連結業績におきましては、売上高 2,608 百万円（当初予想 2,700 百万円）、営業利益 117 百万円

（当初予想 営業損失 10 百万円）、経常利益 101 百万円（当初予想 10 百万円）、四半期純利益 49 百万円（当

初予想 四半期純損失 30 百万円）に修正いたします。個別業績におきましては、売上高 2,237 百万円（当初

予想 2,350 百万円）、営業利益 238 百万円（当初予想 110 百万円）、経常利益 233 百万円（当初予想 100 百

万円）、四半期純利益 201 百万円（当初予想 70 百万円）に修正いたします。 

 

（通期） 

当社グループのＬＥＤ照明事業の工業用照明分野におきましては、スマートフォン（高機能型携帯電話）や

タブレット型携帯端末に関する設備投資が、引き続き堅調に推移するものと考えております。しかしながら、

その他の設備投資につきましては、長引く円高基調や欧米における景気の停滞懸念、中東における政治不安等

により、先行きに対して依然として不透明な状況にあり、慎重な姿勢は継続されると予想しております。これ



らの状況を踏まえ、下期計画における為替レートの見直しを行いました。また、新規事業分野において製品計

画や販売計画を上期に見直したことから、売上高は当初予想を下回る見込みです。 

植物育成プラント事業については、株式会社フェアリープラントテクノロジーが当初下期に予想しておりま

したプラント案件において、受注時期の延期や顧客の計画の変更による期ずれによって、売上高が大幅に下回

る見込みです。そのため、同事業における経費の見直しを実施して研究開発費を中心に大幅なコスト削減に取

り組み、収益面での改善を図ってまいります。これにより、営業外収入として予想しておりました研究開発か

ら生じる副産物収入の発生見込みも、当初予想を下回る予定です。 

利益面につきましては、上期より引き続き、生産効率の改善やコスト削減による原価率の低減に努めるとと

もに、グループ全体で事務の効率化や経費の見直しによるコスト削減に取り組み、売上高の減少による影響を

最小限にとどめる予定です。 

この結果、連結業績につきましては、売上高 5,600 百万円（当初予想 5,980 百万円）、営業利益 360 百万円

（当初予想 350 百万円）、経常利益 330 百万円（当初予想 420 百万円）、当期純利益 110 百万円（当初予想 240

百万円）に修正いたします。個別業績につきましては、売上高 4,850 百万円（当初予想 5,100 百万円）、営業

利益 480 百万円（当初予想 400 百万円）、経常利益 470 百万円（当初予想 390 百万円）、当期純利益 290 百万円

（当初予想 220 百万円）に修正いたします。 

 

 （注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

   以   上 


